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1は じめに

父親の権威失墜や父権喪失,父 親不在など

が言われて久 しい。家庭教育の低下も叫ばれ

ている今 日,家 庭の中での心理的父親不在が

子 どもの トラブルの何 らかの誘因となるので

あれば,子 育ての中での父親の持つ意味を探

ることは意義があろう。

父親 とは一体何かといった、精神分析学的

な分析,ユ ング心理学的視点などから、その

根元的な意味を探ることは必要である。 しか

し一方,日 本という独特な歴史 と風土,日 本

人の持つ心理的傾向も父親像を語る上では考

慮 しなければならない。

そしてそれらは,時 代の流れや価値観の変

遷の中で,変 わってい く部分 もあるであろう。

変化する部分 と変化 しにくい部分を分けて考 ,

え,ま た統合 していく作業も必要 と思われる。

現代は明確 な父親像が描きにくい時代でも

あるが,こ の変化 している部分 としての父親

を育児雑誌における父親像の変遷 として見る

ことにより,そ の様相 とこれからの父親の行

方を探っていきたい。

皿研究の方法

本共同研究は,厂 主婦の友」に見 る家族観

や親子観の研究(戦 前期の 『主婦の友』にお

ける母の役割 と子供観,1996年 文教大学女子

短期大学部研究紀要)に 引き続 くものである。

「主婦の友」等の雑誌により,家 族や家庭生

活 に関する一般向けの情報が浸透 してい く中

で,子 育てに関するもののみ を取 り上げた,

い わゆ る育児 と しつ けに関す る専 門誌 は,

1969年10月 創刊の月刊誌 「ベ ビーZイ ジ」(婦

人生活社)か ら始 まる。

子育ての情報を雑誌により提供するという

ことがここか ら広 まり,そ の後現在に至るま

で多 くの育児雑誌が発刊 されている。

雑誌 の記事 は,編 集者の意図や,取 材対象

者,記 事の投稿者の個人的な意見に依る所は

大 きいが,そ の時代の影響 は多分に受けてお

り,ま たそれが世論に与える影響 も大である

と思われる。

本研究ではこれらの雑誌の記事 を厂父親像」

に焦点を当て分析することで,そ の流れを探

ってい きたい。

尚 厂ベ ビーエイジ」 は,子 どもの対象年齢

と編集の意図もあってか,著 名人の父親 とし

ての随想や コラムは多いが,父 親像や父親論

を取 り上げた特集記事はあまり見 られない。

またその他の雑誌で,創 刊が1980年 代,90

年代の ものは,父 親に関する記事 も多 く掲載

されているものがあるが,歴 史的な流れを探

るという目的か ら,1973年11月 創刊の月刊

誌 「わた しの赤ちゃん」(主 婦 の友社)の 分

析を中心にすすめていきたい。

皿育児雑誌 「わたしの赤ちゃん」に見

る父親像の変遷について

①1970年 代前半(1973年 ～1975年,昭 和48年

～50年)

戦後1956年 の神武景気の到来 とともに、ア

メリカのマイホームに憧れ,三 種の神器(電
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気洗濯機,掃 除機,冷 蔵庫)な どをそろえた,

家庭生活の豊かさが志向され始める。

そ して1960年 代の所得倍増政策による高度

経済成長の もとに,父 親はモーレツサラリー

マ ンとな り,新 三種の神器(カ ー,ク ーラー,

カラーテレビ)な どの消費が もてはや され,

文化的な生活を目指して,マ イホーム主義は

核家族世帯を中心 に広まってい く。 しかし一

方,モ ー レツサラリーマン化 した父親は家庭

不在 となり,家 族間でのコミュニケーション

不足が指摘 されるようになる。

1970年 代は,戦 後生まれの団塊世代が結婚

適齢期を迎え,そ れまでのマイホーム主義へ

の反省か ら,ニ ューファミリーの名のもとに

新たな家族の在 り方を求めようとした時代で

ある。 しか し一方個人主義 も高まり,女 性の

自立も模索 され始めてくる時代でもあった。

1970年 代の一般的な育児の潮流 を見 ると,

ニューファミリー世代が,新 しい家族観の模

索 と共に,1966年 初版の 「スポック博:士の育

児書」(暮 しの手帳社)の ようなアメ リカの

合理的,理 論的な育児が志向されていた時代

である。新 しい育児観のもとに,理 論 的な育

児 を実践 した人々も多かったものと思われる。

またベ ビーフー ドなど新 しい育児製品が入っ

た時代で もある。

この時期の1973年 から75年 までの父親に関

す る記事 を見ると,随 想記事としては,遠 藤

周作氏の 「ぼ くの愛情診断」や小松方正氏 「甘

い甘い親父の記」の連載物 などがある。 これ

らは,夫 婦観や子育観 を筆者 らの父親 として

の目を通 して書かれたものである。

その他父親像そのものに焦点を当てた記事

はあまり多 くはないが,い くつかの特徴が見

られる。

1970年 代 は,新 しい家族の姿が志向された

にもかかわ らず,父 親は家庭不在 となってお

り,父 親像が見えにくくなってしまった時代

であるが,70年 代前半の記事を見る と,こ の

不在 となった父親像 を理論的に探 ろうとする

ものが見 られる。ニューファミリーの登場 か

ら,家 族の平等感や女性の自立志向が強まり,

従来の強い父権主義が通用 しな くな り,見 え

にくくなった父親像や父親の権威を何 とか取

り戻そうとしているようである。

例えば掲載記事の内容を見 ると,「男の育児

は趣味的」であ り,「やっぱり女房には家にい

てもらいたい」と思い,「 父権 をどうやって確

立す るか」がテーマ とな っている。そ して,

「父親が家族の中心 となっているという感 じが

しない」と嘆かれ,「一・回思い切 りたたくと父

親 に対する畏怖の念が起 こ」り,「愛情 と同時

に畏れさせることが必要」とされている。「父

親 なんて虚像」「父親の権威は失墜せ ざるを

えない」という意見 もあるものの,多 くは父

i親の権威や復権を訴える記事である。

一方
,女 性の側からの意見では,ニ ューフ

ァミリーなどと平等主義に基づいた家族観が

でてきたものの,「本質的な部分ではほとんど

変わっていない」 と,性 役割分業が依然 とし

て残っていることへの痛烈な批判も見 られた。

以下は,掲 載記事の内容をまとめた ものであ

る。

○ 「男の育児は趣味的」

○ 「父権をどうやって確立するか 一子 ども

にできないことをやれることを示す」

○ 「父親なんて虚像」

(以上1974年8月 『"父親"と なるためのこ

のひたむきな努力』対談記事)

○ 卜 回思い切 りたた くと ・・父親に対す

る畏怖の念が起こる」

○ 「愛情 と同時に畏れさせることも必要」

○ 「今の住宅事情では父親の権威は失墜せ

ざるをえない」

(以上1975年2月 『わが子よ,未 来のとび

らは自分で開け』座談会 より)

○「やっぱり女房には家にいてもらいたい」
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○ 「(共働 きは)そ ばにいないことか らく

る小 さいころのデメリットはあるかもし

れない。」

○ 「(保育園への)送 り届 けは僕が全部 ・・

赤い乳母車コ トコト押 して ・・友人に話

したら女房に逃げられた亭主だと思われ

てるぞと言われて ・・」

○ 「共働 きやめた ら縦の物を横にもせんゾ

とよく女房に言います」

(以上1975年5月 『夫婦 ともに働 くことの

意味を大事にしたい』共働 きパパの座談

会 より)

○ 「父親が最初に家族の中心 に立っている

という気が しない」

○ 「父親らしくふるまわなければならない

という自覚に乏 しい」

○ 「父親の物わか りの良さの裏には多 くの

場合,自 分 ひとりで責任 を負いた くない

という気持ちがか くされている」

○ 「ニューファミリー といって も本質的な

部分ではほとんど変わっていない ・・性

による分業が厳然 として残っている」

○ 「夫が妻に期待するのは対等の立場では

なく,子 どもの母親役,自 分の母親役だ」

(以上1975年10月 『若い父親のここが気に

なる』エッセーより)

厂 」内は記事の引用

②1970年 代後半(1976年 ～1979年,昭 和51

年～54年)

その後1976年 頃より,父 親の権威を追求 し

ようという記事に少々変化が出て くる。根上

淳氏等の父親としての連載物は以前と同様に

あるものの,父 親像を論 じたものは少なくな

り,そ の内容 も子育ての喜びや人間としての

父親を見せ ようというように,権 威追求か ら

子育てを楽 しもうというものに変わってくる。

そ して父親論ではな く,「パパの育児」とい

ったタイ トルで,父 親の子育てを実践面から

写真や行動を通 して伝えようとするものが見

られるようになる特徴がある。

若い父親が家庭にいようとするようになり,

父親の権威 を論 じるよりも,具 体的に家庭で

何 をするのか示 してほ しいという要望が強 く

なったのであろうか。現実には子育てをする

父親はまだ少数派であ り,家 庭差 も大 きいも

のであったろうが,母 親たちか ら実際に育児

をする父親の姿 は支持 され,ま たそれが実際

に志向されるようになったのであろう。

また1978年 より,ア ンケー ト形式で,特 定

の人の意見を取 り上げるのではなく,一 般の

人々の多数意見を探ろうという意図が出てく

る。ニューファミリーの定着 とともに,父 親

論 とい う理論ではなく,実 生活の中で一般の

人々は どう考え,ど う行動 しているのかとい

う視点 で見つめようとし始める時代と言えよ

う。

以下 は,掲 載記事の内容 を,<父 親像に関

す る記 事 〉,〈 父親 の育児 行動 の紹介記

事 〉,<ア ンケー ト等による多数意見の紹介

記事 〉の3つ に分類 したものである。

〈父親像に関する記事〉

○ 「子 どもを育てることの意味や妻の大変

さがわかってきたように思う」

(1976年2月 『お父さんも参加する私設共

同保育所』)

○ 「(育児)こ んなお もしろいこと,人 に

まかせ られるか」

(1976年5月 『女たちよ1子 育てはもっと

楽 しくやろう』対談)

○ 「人間としての父親,つ まり父の自由化

は戦後のこと ・・生 き様 を見せる」

○夫 としての"胎 教"心 得10ヵ 条

○"パ パ育児"の 喜び と悲 しみと

(1976年6月 『"父親"そ の理想像へのア

プローチ』対談他)

○ 厂人を育てるということは,男 にとって
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はいわば疎外 されている仕事 ・・男 も女

も養育するほうが よいということになれ

ば社会 もだんだん変わるだろう ・・(父

親は)子 どもの要求に反応できる能力は

母親になん ら劣 らない」

(1976年8月 『現代 アメリカに見る父親の

育児参加』)

○ 「高い次元で子 どもを見てやっていると

いう自覚はほしいな」

(1977年1月 『わが子よ,ジ ャガイモのよ

うに芽を伸ばせ』)

○ 「親が生 きている真実の姿 を子 どもに見

せ るべ き」

(1977年6月 『父親のあり方一いま,も っ

と考えよう』)

○ まず父親,食 卓にありてこそ

(1978年2月 『食卓こそ父 と子の交流の場』)

○ 「お父さんの担当は大脳の発達を促す部

門,探 求心 を育て,遊 びを ・・」

(1979年2月 『明 日への育児のために親の

役割を考えよう』)

○父親にも保育権を一イギリス便 り⑦

(1979年8月)

〈父親の育児行動の紹介記事 〉

○お父 さんのリラックス育児①～⑤,お ふ

ろ入れ,お むつのとりかえ,調 乳 と授乳,

パパ もいっしょの春の外出(育 児相談,

できた らパパ もいっしょに行 って下 さ

い),赤 ちゃんの清潔など

(1976年1月 ～5月 写真入 り)

○おふろはパパでな くちゃ

(1976年2月 『パパ育児騒動記』読者の体

験談より)

○ボクは主夫です一お料理 じょうずのヤン

グパパのある日

(1977年10月)

○妻の妊娠,出 産に際しての夫の心得10力

条

(1977年10月 『広がれ!父 親教室』)

○育児 とパパの協力

(1977年12月 『こうした らどう?マ ンガ

育児の知恵⑫』)

○ 「母親がやっていることをそのまま一部

を肩代わ りするのではなく,父 親ならで

はの育児参加 の意味を見つけてほしい」

(1978年2月 『お父さんの育児知識カンど

ころ31問 』)

○赤ちゃんを抱 くのも我流です

(1978年3月 『パパの育児学,双 子のパパ

になった"お 兄ちゃん"』)

○お父 さんがやってあげたい草花,草 木遊

び

(1978年6月 『道草を楽 しむパパ と赤ちゃ

んの散歩』)

○夫の"胎 教"心 得10ヵ 条

(1978年7月)

○パパの作る離乳食

(1979年3月)

○パパ作 って1楽 しい水遊びのお もちゃ

(1979年7月)

○ 「父の 日」に開かれた"プ レパパ"の た

めの育児教室

〈アンケー ト等による多数意見の紹介記事〉

○わが家のパパの家事 ・育児協力度は ・・

(1978年5月 読者 レポー トより)

○女子大生 一育児分担 を望む,母 親 一精神

的支えを望む

(1979年9月 『父親の育児参加』アンケー

トか ら)

③1980年 代(1980年 ～1989年,昭 和55年 ～

平成1年)

1980年 代 は,産 業界の 「軽 ・薄 ・短 ・小」

の影響が生活,文 化全般 に影響を及 ぼして く

る時代である。そ して人間関係でも,浅 く薄

くつき合 う傾向が出て くるようである。その
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結果,家 族の中では解決しきれない人間関係

の問題が大 きな問題 となって噴出したようで

ある。家庭内暴力,校 内暴力などが盛んに紙

上 をにぎわす ようになる。

育児の世界には,紙 おむつや抱っこベル ト

が入って くる。紙おむつについては反対意見

も多かった ものの,メ ーカーサイ ドの改良も

あ り,母 親たちの利用率が次第に高まってく

る。子 どもを連れて気軽に外出しやす くなり,

子連れの外出が一.の ファション化 していく

観 もする時代である。

1980年 代の育児雑誌を見ると,従 来と同様

に,「 おや じです」 「親子です」 「ズームアッ

プ ・ミスターパパ」厂親子でハ ッピータイム」

「パパ か らのメ ッセー ジ」 「WATAAKA

SPECIALINTERVIEW」 というさまざまな

人物紹介やイラス ト・エ ッセーなどの連載物

があるが,そ れ らも,1970年 代後半同様 に,

父親論を大上段 に構えることはな くなってい

る。

また,共 働 きの増加 とともに,子 育てを両

親が共にするものとい う考 えも浸透 して くる。

父親の子育てを 「母親のお手伝い」 とする論

調から,父 親は母親の 「よきパー トナー」 と

いった言い方に変わる時期でもある。「夫(父

親)の 育児参加度」 という言葉が頻繁に使わ

れ,育 児参加 は当然 とした上で,そ の程度を

話題 にした記事も多い。

さらに,実 生活上どうすればより楽 しいか,

どう遊べばよいかといったことに,よ り以上

に焦点が合 わせ られるようになる。

〈父親像に関する記事 〉

○赤ちゃんのためにお父さんは何ができる

(1981年6月 『父親たちの父親論』)

○育児の大切 な時間をパパにもっと体験 し

てほ しい

(1981年11月 『もし,パ パ に育児休暇が

あるとしたら』)

○(父 親の)最 初の役割は母親のサポー ト

(1983年6月 『父親の役割って何だ う一育

児 ・家事積極参加派のパパ,不 参加派の

パパ座談会』)

○お もちゃは親子のコミュニケーション

(1984年5月 『父親にとって娘はひたす ら

かわいいですね』)

○家事 じょうず,育 児 じょうずなパパ を育

てるには

(1984年8月 対談 より)

○夫は精神的な支えと育児のよきパー トナ

(1986年9月 『妊娠 ・出産,そ して子育て

時期,頼 りにした人,し ている人は?』)

○何 もしないパパ もほんとうは参加 したが

っている1?

(1988年7月 『パパの育児参加,わ が家の

場合』)

〈父親の育児行動の紹介記事〉

○パパは遊びのアイディアマ ン

(1980年5月 『パパ と遊ぶのだ一いすき1』)

○パパ,マ マ,動 物園へ連れてって1

(1981年5月,写 真入 り記事)

○ ちょっと拝見,パ パといっしょのおふろ

タイム

(1982年8月)

○パパの力を引き出す10の コツ

(1986年12月)

○お正月はパパ といっしょにお部屋遊び

(1987年1月)

○ きょうは1日,思 いっきり遊ぼうよ一パ

パ,マ マ,赤 ちゃん,み んなで運動会

(1987年10月)

○向坂さんちの子育てナイスデー①～⑲

(1987年8月 ～89年2月 写真入 りで連載)

○ 目ざせ子育て完投勝利1① ～⑫

(1989年1月 ～12月 写真入 りで連載)

○入門!パ パの育児塾,第 一講～第六講
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(1989年1月 ～6月 写真入 りで連載)

○新 ・パパの育児塾,男 のたてまえ,父 の

本音(散 歩 に行こう1パ パの育児参加度

など)

(1989年7月 ～12月)

○パパ と赤ちゃんのコミュニケーシ ョン

○新之介 くんのハワイ旅行

(1989年5月 赤ちゃんつれだとホラこんな

に楽 しい1)

〈アンケー ト等による多数意見の紹介記事 〉

○あなたの育児協力度はどの程度ですか?

○育児 においてはパパはママのお手伝い

(1980年6月 『アンケー ト80人のパパ に質

問』)

○パパの育児'協力度は?

(1980年8月)

○パパの育児参加度を採点しよう

(1982年9月)

○ よその家ではどんなかしら一パパの育児

協力

(1985年10月)

○パパ ・ママ度,妻 ・夫度を採点しました

(1986年8月)

○わた赤,読 者のパパ,50人 に聞きました

(1989年4月)

④1990年 代(1990年 ～1996年,平 成2年 ～

平成8年)

1990年 代 に入ると,子 育ては多様化 し,ま

た家庭の中だけの子育てか らくる密室育児や

育児の孤立化という弊害への反省か ら,子 育

てをしている母親たちの 目も外へ向 くように

なる。母親の自主的な育児サークルなどが増

え,母 親たちが外へ出て集い始める時代 と言

えよう。

父親論に関 しても,母 親の側 に立った一方

的な父親の育児参加の紹介,呼 びかけといっ

た記事から,父 親の側の意見 を聞き,そ の立

場や事情も考慮 しようという記事が多 くなる。

夫婦が同 じ土俵に立って,そ れぞれの立場を

理解 しなが ら子育ても模索 していこうという

方向であろう。

また育児的な 「世話」の部分の行動ばか り

でな く,子 どもが少 し成長した場合のつ きあ

い方,話 し方などへ 目を向け ようとする方向

もうかがわれる。新 しい潮流 と言えよう。

〈父親像に関する記事 〉

○妻の証言VS夫 の言い分,わ が家の育児分

担事情

(1990年1月 ～12月)

○ 「一つでも二つで もいい1父 親 も育児や

家事に役割を持つのが大事」

(1992年7月 『パパの育児,わ が家の場合』)

○いばるつ もりはあ りません,で も,僕 た

ちの状況もわかってほしい

(1993年9月 『パパの育児参加,僕 たちは

こう思う』)

○ うちの子 よその子世界の子 お父さんに

とっての子育てって?

(1993年10月)

○お父さんが育児に参加 しやすいのはダイ

ナミックな遊びの場面

(1994年5月 お父 さんとのいい関係 どう作

られる?)

○ 「おごるな女房1オ レの育児に口出すな

1」

(1995年7月 座談会記事)

○お父さんはお母 さんと異な りダイナミッ

クな遊び相手をす る担当です

(1995年8月 『2歳 になったらパパ とのつ

きあい方が変わって くる』)

〈父親の育児行動の紹介記事〉

○赤ちゃんとパパのお留守番 ウオ ッチ ング

(1993年3月)

○拝見1パ パ と赤ちゃんのおふろタイム

一84一



(1993年10月)

○ 新米パパ ただい ま育児 フン トウ中!

○ パパ うんちのお むつ,か えてよ!

(1994年3月)

○ こわ くない,泣 か れない,疲 れない1マ

マ&パ パ で じょうず なだ っこ研究

(1994年6月)

○ おっ とぼけ トーサ ンの リカちゃん との 日

k

(1994年6月 ～1995年11月 マンガ写真入 り

記事)

○パパ といっしょの夏休み1目 的地別赤ち

ゃんといっしょのお出かけ知っ得情報

○離乳食だって,パ パにおまかせ1

(1994年7月)

○ 「育児パパ」養成テク大公開

(1994年9月)

○本 日開店1!パパの床屋さん

(1994年10月)

○新米パパの育児 な～るほど塾

(1995年1月 ～12月)

○パパ といっしょに大 きくなろう,フ ッく

ん流子育て実況中継

(1995年1月 ～12月)

○ムッシュ ・コータリンのパパというおし

ごと①～⑳

(1995年5月 ～1996年12月)

○パパといっしょの夏休みの過 ごし方,極

楽メニユー

(1995年7月)

○育児の達人パパ選手権

(1996年10月)

〈アンケー ト等による多数意見の紹介記事 〉

○パパだって言いたいことがある!

(1996年2月)

○言うに言えない胸の内 ・・パパの本音 を

聞かせてください1

(1996年3月 ワーキンママ通信)

○ うちのパパはこんな人

(1996年6月)

以上,1973年 から1996年 までの育児雑誌を

分析 したが,そ の流れを概観すると,父 親の

権威を求め何 らかの父親像 を探ろうという視

点か ら,実 生活の中で具体的にどう行動すれ

ばいいのかとい う視点で父親を見るようにな

ってきたと言えよう。具体的に何をすべ きか

を考える中か ら,父 親,母 親の持つ意味,果

たす役割が浮かび上がるこ とも少 な くない。

実生活を離れての父親論には,人 々はついて

いかないのであろう。

一方子育てとは
,心 育ての面 も大きい。特

に子 どもの年齢が高 くなるにつれて,そ の難

しさは誰 しも感 じるところである。子どもの

場合,そ れが遊びを通 してになることもあろ

うが,親 として,子 どもの気持ちや心とどう

向 き合 うかという視点は大切である。

どちらかと言えばわか りやす く,納 得しや

すい育児の 「世話」の部分 よりも,こ の親の

思うようにはならない子 どもの心 とどうつき

合 うかは,浅 く薄い人間関係のつきあい方で

は解決できないことである。 これらを父親と

して,あ るいは親 として どうするのかをどう

提示 していくのかも今後の課題であろう。

】V'まと め

父親像の変遷 を探 るために,1973年 から

1996年 までの育児雑誌 厂わた しの赤ちゃん」

の父親に関する記事 を分析検討 した。』

1970年 代前半では,家 庭 における父親不在

と共に,失 われた父親の権威や確固とした父

親像 を取 り戻そ うとい う記事が見 られたが,

1970年 代後半になると,権 威追求から家庭人

としての実践的な育児参加行動の紹介 といっ

た側面の記事が多 くなる。またアンケー ト形

式 により,特 定の人の意見や育児行動のみで

はな く,一 般人々の意見や動向を探 ろうとす
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る動きが出て くる。1

1980年 代 に入ってもこの傾向は続き,父 親

の育児参加は当然 という意識のもとに,写 真

入 りあるいはマ ンガを含めて父親のさまざま

な育児行動が紹介 されている。

1990年 代 になると,父 親の育児参加の紹介

記事は依然 として多いものの,父 親の立場 も

考慮しようとい う傾向も見 られるようになる。

また遊びなどを通 しなが ら,子 どもの年齢が

高 くなった時のつ きあい方を探ろうという方

向も見い出せた。今後,こ の心育ての側面を

父親としてあるいは親としてどう関わるのか

ということが重視 されるべ きではないか と思

われる。
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